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今月も町の話題が盛りだくさん！

　６月11日(月)、板中旬に収穫され、マラソ

ン大会でふるまわれるそうです。

　３月22日（金）、例年にないほどの早さでサ

クラが咲き始める中、町内４つの小学校で卒

業式が挙行されました。今年度は東小40名、

西小52名、南小25名、北小12名の児童たちが

それぞれの小学校を卒業しました。

　南小の 阿  部  主 校長は式辞で「誠実に生き
あ べ まもる

ること、努力に勝る天才はいないこと、 蒔 か
ま

ない種は生えてこないこと」という３つの言

葉をもって卒業生を送りました。

　　仰げば尊し

　 巣立ちのとき
　３月13日(水)、板倉中学校で卒業式が行わ

れました。厳粛な雰囲気の中執り行われる

式の中で、 石  川  和  孝 校長は「板倉中学校在学
いし かわ かず たか

中に皆さんが培ったさわやか板中生として

の取り組みを大切にしてほしい。これは卒

業後、進学しても社会に出てもどんな場面で

も基本となることなので、ぜひいつまでも実

践していってほしい」と卒業生に語りかけま

した。また、自らの夢や希望を実現するため

には、努力が必要であることを式辞として

１４６名の卒業生を送りました。

　式の終盤には、卒業生による合唱が行われ

ました。ひな壇に並ぶ姿は皆とても 凛  々  し
り り

く、優しく力強い歌声は、心を一つにした合

唱コンクールをはじめ、体育大会や修学旅行

など、中学校３年間の思い出の集大成といえ

るものでした。

　中学校生活最後のホームルームを終えて

玄関から出てきた卒業生たちは笑顔で、お互

いに写真を撮りあうなど、いつまでも校庭に

残り、別れを惜しんでいました。
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　３月16日(土)、東武日光線のダイヤ改正に

より特急スペーシアけごん１号が板倉東洋大

前駅に停車するようになりました。夢農業塾

会員を中心に、約50名のかたが初停車を手旗

を振って歓迎しました。スペーシアは板倉東

洋大前駅を午前８時26分に出発し終点の東武

日光駅に午前９時18分に到着します。

　　�鳥天満宮例大祭

　２月24日(日)、�鳥天満宮で例大祭が盛大

に開催されました。神社の境内にある 神楽 
かぐら

殿において、町の無形民俗文化財に指定され

ている 太  々  神楽が奉納されました。
だい だい

　続いて神主、総代などによるお練りが行わ

れました。また、書道教室の子どもたちが緊

張した面持ちで、席書の披露を行いました。

　３月７日(木)、児童館にて成長記念製作が

行われました。たくさんの親子が参加し、

手形・足形を取りました。緑のインクが手

と足に塗られ、困惑気味な子どもたちでし

たが、きれいにおされた小さな手形には、

ママから子へのメッセージと写真が添えら

れ、すてきな成長の記念が完成しました。

　　元気に大きく

　３月９日(土)、中央公民館で「板倉学講座」

が行われました。講師に 青  木  雅  夫 氏と
あお き まさ お

 齋  藤 
さい とう

 広  道 氏を招き、町の植生について講演してい
ひろ みち

ただきました。青木氏は 柳  山 の野生植物に
やなぎ やま

ついて調査結果を講演しました。柳山にあ

る１９７種の植物を調査し、その内８．７％

が絶滅危惧種に分類されると話しました。

　　豊かな郷土を後世に

　　スペーシアが板倉に停車


